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の人が生徒や学生を成長させるために、本を読ん

でもらおうと努力され、そのための読書指導の難

しさを痛感し、悩んでおられるということです。

現在、初年度教育及び入学前指導の副読本にでき

るように、小冊子の題名を変えて本にする増補改

訂作業をしています。弘前大学附属図書館出版会

から出していただける予定です。 

（ささき たかし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児教育の目的ですが癒しのためにも            寛ぐため、床やテーブルの色など工夫 

   

 

 

 

 

 

 

 
 平成 25 年５月 23 日(木)～24 日(金)に、日本科学未来館を会場として開催されました。日本医学図書

館協会は、1927 年（昭和２年）に創立した「官立医科大学附属図書館協会に端をする協会で、国公私立

の医・歯・健康・生命科学領域の専門図書館が加盟し、活発な活動をおこなっています。 

 初日は、平成 25 年度の事業計画案や予算案が審議され、事業計画については、認定資格制度、国立ラ

イフサイエンス情報センターの設置などの説明がありました。 

 ２日目は、以下、４つの分科会が開催され、分科会Ａと分科会Ｃ２に参加しました。 

    １.分科会Ａ 「診療ガイドラインの最新動向と作成支援」 

    ２.分科会Ｂ 「患者さんへの医療・健康情報の提供」 

    ３.分科会Ｃ１「研修手段としての e-Learning 導入の可能性を検証する 

    ４.分科会Ｃ２「医療関連学部生のための教育学習支援」 

分科会Ａでは、診療ガイドラインの作成者（医師）と支援者（図書館員）から診療ガイドライン作成

までの手順や医学図書館協会が作成支援した経緯など話題提供がありました。分科会Ｃでは、日本及び

韓国での学習環境と場所の提供や図書館による情報リテラシー教育などについて話題提供がありました。 

どちらの分科会も話題提供後、活発な議論が展開され、有意義な分科会となりました。 

（医学情報グループ係長 佐々木忠）

日本医学図書館協会総会に参加して 

開館時間  月～金 9:00～16:30 

            土   9:00～13:00 

利用に関しては、図書館長が発行する依頼状が必要（メインカウンターに問い合わせ

願います） 


